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　平成26年度　第45回　関東中学校サッカー大会（山梨大会）
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千葉県  第 2 代表
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桐蔭学園中学校 大池　竜慈
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神奈川県  第 1 代表
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立ち上がりから、丁寧にパスをつなぐおゆみ野南に対し、桐蔭は早いプレッシャーでボールを奪いに行く。桐蔭は、フィジカルに勝り、ピッチを広く使い、サイド攻撃とスペースを有効に使いロング

ボールとショートパスを使いわけ、前半から試合を優位に進める。前半７分カウンターからおゆみ野南がチャンスをつくり中央からFKを得て１５番がヘディングシュートするも惜しくも外れる。前半は

両チームとも決定機を作れず０－０で折り返す。後半は、立ち上がりから桐蔭が両サイドを起点に攻撃を仕掛けチャンスを作る。桐蔭は後半１３分、左サイド７番からのクロスを３番が落ち着いて

シュートを決め先制点を奪う。その後も、早いプレッシャーから前線へボールを送り、後半１５分桐蔭９番が左サイドをドリブル突破しPK獲得する。１０番が落ち着いて決め２－０とする。おゆみ野南

はカウンターからFW１６番、１１番狙うが、サポートもなくなかなかチャンスに結びつけることができない。総合力で勝る桐蔭が、攻守に渡り終始圧倒し、順当に２回戦に勝ち上がった。


